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頭
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ま
ず
、
本
書
の
紹
介
が
こ
れ
ほ
ど
遅
れ
た
の
は
偏
に
評
者
の
怠
慢
に
よ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
お
詫
び
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
当
は

昨
年
の
号
に
掲
載
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
書
評
の
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
る
。

　
本
書

は
、
室
城
先
生
を
中
心
と
し
た
『
う
つ
ほ
物
語
』
研
究
を
志
す
人

た
ち
に
よ
る
、
古
註
釈
の
翻
刻
を
中
心
と
し
た
資
料
の
紹
介
で
あ
る
。
た

だ
、
翻
刻
と
い
っ
て
も
、
写
本
を
活
字
に
起
こ
し
た
だ
け
で
は
な
い
工
夫

が
、
随
所
に
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
紹
介
さ
れ
た
資
料
は
、
細
井
貞
雄
「
玉

琴
』
、
同
『
空
物
語
二
阿
紗
』
、
清
水
浜
臣
『
空
穂
物
語
考
（
尊
経
閣
文
庫

本
）
』
、
同
『
宇
津
保
物
語
考
証
（
平
瀬
本
ご
、
同
『
う
つ
ほ
物
語
考
証

（大
久
保
本
）
』
、
横
山
由
清
『
宇
津
保
物
語
考
証
　
附
別
記
』
で
あ
る
。

　

『
玉
琴
』
は
室
城
先
生
の
、
『
空
物
語
二
阿
紗
』
は
江
戸
氏
の
、
『
空
穂

物
語
考

（尊
経
閣
文
庫
本
ご
、
『
宇
津
保
物
語
考
証
（
平
瀬
本
）
』
、
『
う
つ

ほ
物
語
考
証
（
大
久
保
本
）
』
は
、
正
道
寺
氏
の
、
『
宇
津
保
物
語
考
証

附
別
記
』
は
稲
員
氏
の
担
当
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
解
題
が
施
さ
れ
、
研

究
文
献
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
至
便
な
の
は
、
巻
別
頁
対
照
表
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
て
示
そ

う
。
「
国
譲
・
上
」
（
「
う
つ
ほ
物
語
　
全
」
六
六
九
頁
）
「
触
楊
の
こ
と
あ

り
て
」
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
『
う
つ
ほ
物
語
の
総
合
研
究
1
　
本
文

編
』
を
開
い
て
み
る
。
こ
の
『
総
合
研
究
1
」
は
前
田
家
本
の
翻
刻
で
あ

る
が
、
下
段
に
『
う
つ
ほ
物
語
　
全
』
と
の
頁
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

で
見

る
と
七
三
三
頁
の
八
行
目
に
「
そ
〈
ナ
シ
〉
く
ゑ
の
事
あ
り
て
」
と

あ
る
。
そ
れ
か
ら
は
対
照
表
に
よ
っ
て
各
巻
に
当
た
っ
て
ゆ
け
ば
よ
い
。

語
注

を
含
む
語
に
は
「
本
文
編
』
の
ペ
ー
ジ
数
が
示
さ
れ
て
お
り
、
行
数

は

丸
数
字
で
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
『
空
物
語
二
阿
抄
』
に

「
そ
く
ゑ
明
阿
日
、
触
稜
也
。
」
と
あ
り
、
「
う
つ
ほ
物
語
考
証
（
大
久
保

本
）
」
に
「
「
そ
く
ゑ
」
、
触
稜
也
。
こ
〉
は
、
子
う
み
給
ふ
け
が
れ
に
、

こ
も
り
給
ふ
ほ
ど
の
事
也
。
」
と
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
『
う
つ
ほ
物

語
』
の
研
究
の
進
展
を
阻
ん
で
き
た
要
因
の
一
つ
に
錯
簡
の
問
題
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
古
注
釈
で
は
錯
簡
の
あ
る
本
文
を
復
元
せ
ず
に
注
を
施
し
て

い

る
。
そ
の
た
め
そ
の
ま
ま
で
は
非
常
に
扱
い
に
く
い
の
で
あ
る
。
そ
の

上

こ
れ
ら
古
注
釈
は
、
従
来
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
ず
、
活
字
化
さ
れ
て
い
る

も
の
は
明
治
四
十
年
刊
行
の
国
文
注
釈
全
書
所
収
の
も
の
し
か
な
か
っ
た
。

こ
の
「
古
注
釈
編
1
」
を
得
て
、
私
た
ち
は
そ
れ
こ
そ
『
う
つ
ほ
物
語
』

の
古
注
釈
の
世
界
を
自
由
自
在
に
飛
翔
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

（平
成
十
四
年
二
月
八
日
刊
　
A
5
判
　
五
七
一
ペ
ー
ジ
　
勉
誠
出
版
）
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